
人材業界との出逢い　
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台風で飛行機は着陸できたが陸の孤島になった成田空港

７月

総
取
扱
額
、１
％
減
に

国
内
旅
行
は
２
％
減

東
京
で「
メ
ル
カ
リ
教
室
」

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

北
海
道
で
豪
華
観
光
列
車
を
運
行

Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
東
急
電
鉄
と
連
携

創
立

周
年
で
式
典

サ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン

メルカリ、メルペイと連携　

不要品売却で旅行消費創出
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

ば
ん
え
い
競
馬
で

ク
ラ
ツ
ー
カ
ッ
プ

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
お
け
る

に
お
け
るる

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
人
材
採
用

令
和
時
代ラ

の
人
材材
採
用

中
嶋 

美
恵

　
前
回
は
、
私
の
社
会
人
人
生

の
ベ
ー
ス
を
作
っ
て
く
れ
た
伊

藤
園
で
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
次
に
入
社
し
た
リ
ク
ル
ー

ト
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
私
が

そ
の
後
打
ち
込
む
こ
と
と
な
る

「
人
材
事
業
」の
基
盤
と
な
っ
た

会
社
で
す
。リ
ク
ル
ー
ト
で
は
、

Ｈ
Ｒ
領
域
（
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ

ソ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
人
材
領

域
）の
営
業
を
担
当
し
ま
し
た
。

取
り
扱
い
媒
体
は
リ
ク
ナ
ビ
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
（
Ｂ

ｉ
ｎ
ｇ
）
、
と

ら
ば
ー
ゆ
、
は
た
ら
い
く
、
Ｆ

ｒ
ｏ
ｍ

Ａ
、
タ
ウ
ン
ワ
ー
ク

な
ど
。
ア
ポ
イ
ン
ト
獲
得
～
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
～
受
注
＆

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
仕
事
で

す
。
業
種
、
職
種
の
制
限
も
な

か
っ
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

界
の
採
用
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
の

は
、「
情
報
発
信
し
、
あ
る
企
業

と
あ
る
人
の
ご
縁
を
つ
な
ぐ
」

と
い
う
、
な
か
な
か
ピ
ン
と
き

づ
ら
い
ビ
ジ
ネ
ス
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
は
ま
る
と
た
ま
ら
な

く
面
白
い
の
で
す
。
人
の
人
生

を
動
か
す
こ
と
に
つ
な
が
る
た

め
、
難
し
い
半
面
と
て
も
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。
業
界
、
職

種
、募
集
期
間
、募
集
人
数
、
必

要
な
資
格
や
経
験
、勤
務
地
、勤

務
時
間
、休
日
休
暇
、給
与
、
福

利
厚
生
、
雇
用
形
態
…
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
や
事
情
を
反
映
し
、

魅
力
あ
る
情
報
発
信
を
し
な
け

れ
ば
、
マ
ッ
チ
し
た
人
材
は
集

ま
り
ま
せ
ん
し
、
定
着
率
に
も

影
響
し
ま
す
。繁
華
街
と
郊
外
、

大
手
と
中
小
、
業
務
内
容
に
よ

っ
て
も
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
必
須

と
な
り
ま
す
。「
た
だ
募
集
す
れ

ば
採
用
で
き
る
、
と
い
う
単
純

な
も
の
で
は
な
い
」
。
そ
の
こ

と
を
リ
ク
ル
ー
ト
の
７
年
間
で

学
び
ま
し
た
。
時
に
は
失
敗
も

し
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
案

件
を
扱
っ
て
き
た
こ
と
で
、
経

験
値
、
相
場
観
を
養
う
こ
と
が

で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
中
途
入
社
に
も
関
わ
ら
ず
、

教
育
、
研
修
は
非
常
に
充
実
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
社
員
一

人
一
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
の
も
さ
す
が
に

う
ま
い
会
社
で
し
た
。
上
手
に

乗
せ
ら
れ
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
過
ぎ
た
と
い
う
印
象

で
す
。
当
時
は
怖
く
て
仕
方
な

か
っ
た
上
司
や
、
優
し
く
厳
し

く
支
え
て
く
れ
た
先
輩
方
、
同

僚
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
伊
藤
園
時
代
は
事
務
職
で

し
た
の
で
、
私
は
リ
ク
ル
ー
ト

で
営
業
を
覚
え
た
わ
け
で
す

が
、
営
業
と
い
う
の
は
仕
事
の

み
な
ら
ず
、
人
生
を
歩
く
上
で

も
非
常
に
役
に
立
つ
ツ
ー
ル
で

す
。
実
は
最
初
は
営
業
が
嫌
で

嫌
で
仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
は
、
営
業
は
自
分
の
天

職
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
リ
ク

ル
ー
ト
で
過
ご
し
た
７
年
間
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
自
分

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
（
リ
ッ
ツ
Ｍ
Ｃ
代
表
取
締
役

社
長
兼
女
性
バ
ス
運
転
手
協
会

代
表
理
事
）

　
台
風

号
は
特
に
千
葉
県
内

に
大
き
な
被
害
が
出
た
。
特
に

停
電
や
倒
木
な
ど
の
影
響
で
都

心
と
成
田
空
港
を
結
ぶ
交
通
ア

ク
セ
ス
が
麻
痺

ま

ひ

し
、
Ｊ
Ｒ
、
京

成
（
京
成
本
線
、
成
田
ス
カ
イ

ア
ク
セ
ス
線
）が
不
通
と
な
り
、

さ
ら
に
東
関
東
自
動
車
道
も
通

行
止
め
に
な
っ
た
。
成
田
空
港

自
体
は
、
飛
行
機
の
離
着
陸
が

可
能
だ
っ
た
こ
と
で
、
９
日
の

朝
に
成
田
空
港
に
到
着
し
た
到

着
客
の
多
く
が
空
港
内
に
足
止

め
と
な
っ
た
。

　
日
本
人
も
大
変
だ
っ
た
が
、

そ
れ
以
上
に
外
国
人
観
光
客
の

多
く
は
な
か
な
か
情
報
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
夜
に
な

っ
て
か
ら
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ

ス
線
が
復
旧
し
た
も
の
の
、
９

日
中
に
成
田
空
港
か
ら
脱
出
で

き
な
か
っ
た
外
国
人
も
多
く
、

空
港
で
一
晩
過
ご
し
た
人
も
続

出
し
た
。

　
今
回
、
鉄
道
の
運
休
と
高
速

道
路
の
通
行
止
め
で
完
全
に
都

心
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
遮
断

さ
れ
、
都
心
か
ら

㌔
近
く
離

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
道

の
利
用
で
は
５
時
間
以
上
の
時

間
を
要
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

そ
れ
以
前
に
成
田
空
港
で
は
タ

ク
シ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
す
ら

難
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
夜
に
な
っ

て
圏
央
道
の
通
行
止
め
が
解
除

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
成
田
空

港
か
ら
圏
央
道
を
利
用
し
、
つ

く
ば
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
経
由
の

常
磐
道
と
い
う
ル
ー
ト
が
で
き

た
こ
と
で
一
部
の
高
速
バ
ス
の

運
行
が
で
き
た
点
は
リ
ス
ク
管

理
の
部
分
で
は
評
価
で
き
た
点

と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
鉄
道
の
部
分
で
い
え
ば
、
成

田
駅
ま
で
出
ら
れ
れ
ば
京
成
電

鉄
が
動
い
て
い
た
こ
と
が
あ
る

と
共
に
、
ホ
テ
ル
の
数
も
多
い

こ
と
か
ら
成
田
駅
ま
で
の
バ
ス

を
多
く
運
行
し
て
ほ
し
か
っ
た

と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。
ま
ず

は
空
港
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を

最
優
先
に
成
田
空
港
と
成
田
駅

間
だ
け
で
も
ピ
ス
ト
ン
輸
送
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
も

必
要
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
天
気
が
回
復
し
て
い
る
の
に

全
く
空
港
内
か
ら
脱
出
で
き
な

い
状
態
に
な
り
、
ま
さ
し
く
陸

の
孤
島
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
。

月
末
か
ら
は

成
田
空
港
の
運
用
時
間
が
現
在

の

時
か
ら

時
ま
で
延
長
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
よ
う
や
く

鉄
道
、
バ
ス
共
に
深
夜
時
間
帯

の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
整
備
さ
れ

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
の
際
の
教

訓
が
今
回
の
台
風
に
生
か
さ
れ

た
点
は
限
定
的
で
あ
り
、
１
万

人
以
上
の
人
が
空
港
に
寝
泊
ま

り
す
る
状
況
を
作
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
反
省
す
べ
き
点
で
も

あ
る
。
ま
さ
し
く
都
心
か
ら
離

れ
て
い
る
空
港
で
あ
る
成
田
空

港
に
お
け
る
リ
ス
ク
事
項
で
あ

り
、
も
し
こ
れ
が
来
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
中
に
起
き
て
し
ま
っ
た
ら

と
考
え
る
と
怖
い
。

　
今
回
、
飛
行
機
が
飛
ん
で
い

た
こ
と
で
成
田
空
港
か
ら
中
部

空
港
や
伊
丹
空
港
へ
飛
行
機
で

飛
び
、
新
幹
線
で
東
京
に
戻
る

人
や
、
常
磐
線
の
我
孫
子
駅
や

取
手
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
成
田

空
港
へ
向
か
っ
た
賢
い
人
も
い

た
。
災
害
時
の
ア
ク
セ
ス
方
法

を
再
検
証
す
る
必
要
性
を
改
め

て
考
え
る
機
会
に
な
っ
て
ほ
し

い
。

　（
航
空
・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）

会社名 国内旅行 海外旅行 外国人旅行 その他 総取扱額 ４月からの累計
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，， ，， ，， ， ，， ，，
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，， ，， ， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
     ，，
． ． ． ． ． ．

，， ， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．
， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，，，， ，， ，，，，，，，
． ． ． ． ． ．

７月の販売概況

ＪＴＢ

日本旅行

ＫＮＴ－ＣＴホールディングス

東武トップツアーズ

名鉄観光サービス

京王観光（／付退会）

農協観光

読売旅行

西鉄旅行

日通旅行

阪急交通社

ジェイアール東海ツアーズ

合　　　　計

（単位：千円、％）

※　№１のＪＴＢはグループ社内取引を相殺した合計の実績（ＪＴＢ／ＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベル／ＪＴＢ沖
縄／ＪＴＢメディアリテーリング／ＪＴＢビジネストラベルソリューションズ／ＪＴＢグランドツアー＆サービス／ＪＴＢ京阪ト
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鉄
道
旅
客
協
会
が
８
月


日
に
発
表
し
た
主
要
旅
行
業


社
の
７
月
の
旅
行
取
扱
額

は
、
前
年
比
１

・
２
％
減
の
２

８
２
９
億
９
３

３
２
万
円
だ
っ

た
。
内
訳
は
、

国
内
旅
行
が
２

・
２
％
減
の
１
６
６
８
億
１

４
０
９
万
円
、
海
外
旅
行
が

１
・
５
％
減
の
１
０
０
２
億

９
０
４
３
万
円
、
外
国
人
旅

行
が

・
２
％
増
の
１
４
２

億
６
５
５
４
万
円
、
そ
の
他

が
１
・
７
％
増
の

億
２
３

２
６
万
円
。

　
総
取
扱
額
が
前
年
を
上
回

っ
た
の
は
、
日
本
旅
行
、
東

武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
、
名
鉄

観
光
サ
ー
ビ
ス
、
阪
急
交
通

社
の
４
社
。
分
野
別
で
見
る

と
、国
内
旅
行
は
日
本
旅
行
、

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
、
西
鉄

旅
行
、
阪
急
交
通
社
の
４
社

が
前
年
比
増
だ
っ
た
。
海
外

旅
行
は
３
社
、
外
国
人
旅
行

は
７
社
が
前
年
を
超
え
た
。

　
４
月
か
ら
の
累
計
を
見
る

と
、
総
取
扱
額
は
前
年
同
期

比
２
・
９
％
増
の
１
兆
１
６

５
５
億
７
１
３
万
円
だ
っ

た
。
前
年
実
績
を
上
回
っ
た

の
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
、日
本
旅
行
、

Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ

ス
、
阪
急
交
通
社
の
５
社
。

　
内
訳
は
、
国
内
旅
行
が
１

・
７
％
増
の
６
９
６
３
億
３

９
２
万
円
、
海
外
旅
行
が
３

・
１
％
増
の
３
９
１
５
億
８

５
４
万
円
、
外

国
人
旅
行
が


・
６
％
増
の
７

１
６
億
９
４
６

万
円
、
そ
の
他

が
０
・
１
％
減

の

億
９
２
１
万
円
。
分
野

別
で
は
国
内
旅
行
が
５
社
、

海
外
旅
行
が
５
社
、
外
国
人

旅
行
が
９
社
で
前
年
比
増
と

な
っ
た
。

昨
年
の
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

カ
ッ
プ
の
様
子

東
急
電
鉄
の
豪
華
観
光
列
車

「
ザ
・
ロ
イ
ヤ
ル
・
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」


周
年
式
典
の
様
子
。
記
念
品
の
贈
呈
も

行
わ
れ
た

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
こ
の
ほ

ど
、
来
年
８
月
に
東
急
電
鉄

と
連
携
し
て
豪
華
観
光
列
車

「
ザ
・
ロ
イ
ヤ
ル
・
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」
を
北
海
道
内
で
運

行
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。

　
札
幌
発
着
で
十
勝
、知
床
、

富
良
野
エ
リ
ア
を
一
部
バ
ス

も
使
っ
て
３
泊
４
日
（
金
曜

～
月
曜
）
で
周
遊
す
る
プ
ラ

ン
で
、
同
月
中
に
４
回
程
度

運
行
す
る
。

　
１
日
目
は
、
札
幌
駅
か
ら

千
歳
線
や
石
勝
線
を
通
っ
て

道
東
の
池
田
駅
ま
で
、
２
日

目
は
釧
路
駅
か
ら
釧
網
線
を

北
上
し
て
知
床
斜
里
駅
へ
、

３
日
目
は
知
床
斜
里
駅
か
ら

石
北
線
な
ど
を
経
て
旭
川
駅

に
、
最
終
日
は
旭
川
駅
か
ら

札
幌
駅
ま
で
運
行
。
各
到
着

駅
で
は
、
用
意
さ
れ
た
バ
ス

で
観
光
地
や
宿
泊
地
に
移
動

す
る
。

　
同
列
車
は
、
東
急
電
鉄
が

伊
豆
方
面
で
走
ら
せ
て
い
る

豪
華
列
車
。
北
海
道
で
は
、

定
員
を
３
０
人
程
度
と
し
、

客
車
や
食
堂
車
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
な
ど
の
本
体
車
両
５
両

に
電
源
車
と
機
関
車
２
両
を

連
結
し
た
８
両
編
成
で
運
行

す
る
。

　
機
関
車
や
一
部
の
停
車
駅

に
は
、
同
列
車
や
Ｊ
Ｒ
九
州

の
「
な
な
つ
星
」
の
デ
ザ
イ

ン
を
手
掛
け
た
水
戸
岡
鋭
治

氏
が
装
飾
を
施
し
、
旅
の
雰

囲
気
を
演
出
す
る
。
発
売
は

来
年
２
月
の
予
定
で
、
旅
行

代
金
な
ど
の
詳
細
は
年
末
以

降
に
発
表
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
東
急
電
鉄

で
は
、
昨
年
９
月
の
胆
振
東

部
地
震
で
大
き
な
影
響
を
受

け
た
北
海
道
の
観
光
と
地
域

活
性
化
の
応
援
に
と
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
を
加
え

た
４
社
で
観
光
列
車
の
走
行

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
け
て
検

討
し
て
き
た
。

　
北
海
道
で
は
、
２
０
１
７

年
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
「
四

季
島
」
が
道
南
地
域
ま
で
乗

り
入
れ
て
い
る
が
、
道
内
各

地
を
広
域
で
巡
る
観
光
列
車

は
初
と
な
る
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
、
「
北

海
道
の
大
自
然
や
人
々
と
の

触
れ
合
い
な
ど
、
北
の
大
地

で
豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
て

も
ら
う
記
憶
に
残
る
旅
を
提

供
し
た
い
」と
話
し
て
お
り
、

地
元
と
の
歓
迎
事
業
に
も
力

を
入
れ
る
。

　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は


月

～

日
、
北
海
道
帯
広

市
の
ば
ん
え
い
競
馬
を
訪
れ

る
企
画
「
食
の
王
国
『
十
勝

・
帯
広
』
で
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
開
催
！
世
界
で
た
だ
一

つ
の
『
ば
ん
え
い
競
馬
』
ク

ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
カ
ッ
プ
２

日
間
」
を
催
行
す
る
。
２
０

０
８
年
か
ら
社
名
を
冠
し
た

「
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
カ
ッ

プ
」
を
観
戦
す
る
ツ
ア
ー
が

販
売
さ
れ
、
毎
年
約
６
０
０

～
１
千
人
を
集
客
。
今
年
は


月

、

日
に
レ
ー
ス
を

開
催
す
る
。
旅
程
は
東
京
・

羽
田
空
港
発
着
。
厩
舎
や
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
へ
の
特
別
見
学

な
ど
を
行
う
。

　
北
海
道
遺
産
に
認
定
さ
れ

る
ば
ん
え
い
競
馬
は
、
存
続

の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
、
か

つ
て
４
カ
所
あ
っ
た
競
馬
場

も
今
と
な
っ
て
は
帯
広
の
み

で
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

　
ツ
ア
ー
で
は
、
帯
広
競
馬

場
内
で
人
と
馬
が
暮
ら
す
厩

舎
な
ど
施
設
を
案
内
す
る
ほ

か
、
プ
ロ
の
予
想
屋
に
よ
る

解
説
会
、
優
勝
馬
や
騎
手
と

の
記
念
撮
影
な
ど
、
ば
ん
え

い
競
馬
を
楽
し
む
要
素
を
た

く
さ
ん
用
意
す
る
。

　
旅
行
代
金
は
、
大
人
１
人

３
万
９
９
０
０
円
か
ら
。
ば

ん
え
い
競
馬
の
ほ
か
、
開
拓

時
代
の
歴
史
を
な
ぞ
る
「
馬

の
資
料
館
」
で
ガ
イ
ド
付
き

案
内
、
バ
タ
ー
せ
ん
べ
い
な

ど
特
産
品
が
味
わ
え
る
「
ク

ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
絶
品
ス
イ

ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
（
産
直
市

「
と
か
ち
む
ら
」
で
開
催
）

で
食
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

　
ば
ん
え
い
競
馬
企
画
は
、

北
海
道
、名
古
屋
、大
阪
発
の

コ
ー
ス
も
設
定
し
て
い
る
。

　
「
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
カ

ッ
プ
は
、

年
に
販
売
促
進

イ
ベ
ン
ト
『
秋
の
北
海
道
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
』
の
一
環
と
し

て
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
。
旅
行

を
通
じ
て
ば
ん
え
い
競
馬
の

存
続
に
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
同
社
。

　
大
阪
と
韓
国
・
釜
山
を
結

ぶ
定
期
客
船
パ
ン
ス
タ
ー
ド

リ
ー
ム
号
を
扱
う
サ
ン
ス
タ

ー
ラ
イ
ン（
大
阪
市
中
央
区
、

野
瀬
和
宏
社
長
）
は
８
月
８

日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
大
阪
（
大
阪
市
中
央
区
）

で
創
立

周
年
の
記
念
式
典

を
開
い
た
。

　
パ
ン
ス
タ
ー
グ
ル
ー
プ
の

金
泫
謙
会
長
は
「
サ
ン
ス
タ

ー
ラ
イ
ン
は
１
９
９
９
年
、

東
京
・
銀
座
と
大
阪
・
本
町

の
２
カ
所
で
５
名
の
職
員
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。現
在
は
、

韓
国
と
日
本
間
の
ク
ル
ー
ズ

フ
ェ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
韓

国
、
日
本
、
中
国
を
つ
な
ぐ

高
速
貨
物
フ
ェ
リ
ー
の
定
期

サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
総

合
物
流
会
社

に
成
長
し

た
」
と
設
立

当
時
か
ら
現

在
ま
で
を
述

懐
。
「
こ
れ

か
ら
も
夢
と

熱
情
を
抱
い

て
一
歩
ず
つ

前
へ
進
ん
で

い
く
」
と
述

べ
た
。

　
野
瀬
社
長
は
「
大
阪
で
は

２
０
２
５
年
に
万
博
が
開
催

予
定
で
あ
り
、
夢
洲
で
の
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト
整
備
の
話
も

聞
く
。
こ
れ
ら
ビ
ッ
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
契
機
と
し
、
次

の
５
年
間
も
愚
直
に
事
業
展

開
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
在
大
阪
韓
国
総
領
事
館
の

呉
泰
奎
総
領
事
、
大
阪
市
港

湾
局
の
田
中
利
光
局
長
ら
多

く
の
来
賓
が
出
席
、
祝
辞
を

述
べ
た
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス（
Ｈ
Ｄ
）は
４
日
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
利
用
が
で
き

る
「
メ
リ
カ
リ
」
を
運
営
す

る
メ
ル
カ
リ
、
メ
ル
カ
リ
を

使
っ
た
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
メ
ル
ペ
イ
と
、
相
互

の
市
場
の
新
規
開
拓
・
拡
大
、

旅
行
消
費
の
喚
起
に
向
け
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
共
同
展
開
を
発
表
し

た
。
展
開
の
テ
ー
マ
は
「
い

ら
な
い
も
の
を
メ
ル
カ
リ
で

売
っ
て
旅
行
へ
行
こ
う
！
」。

メ
ル
カ
リ
で
不
要
品
を
出
品

し
て
も
ら
い
、
そ
の
売
上
金

で
旅
行
に
関
す
る
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
の
購
入
を
促
す
。

　
メ
ル
カ
リ
を
使
っ
た
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
ク
ラ

ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
顧
客
向

け
に
「
メ
ル
カ
リ
教
室
」
を

月
２
回
程
度
実
施
す
る
。
ア

カ
ウ
ン
ト
登
録
か
ら
出
品
ま

で
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
形
式
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作

や
出
品
手
順
な
ど
を
実
践
し

な
が
ら
案
内
す
る
。
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
で
は
、

月

か
ら
首
都
圏
、
関
西
、
中
部

エ
リ
ア
の
直
営
店
舗
に
「
メ

ル
ペ
イ
」
決
済
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
す
る
。
店
舗
に
あ
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
客
の
提
示
し
た

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、

旅
行
商
品
の
決
済
を
行
う
。

メ
ル
ペ
イ
で
支
払
う
と
受
け

ら
れ
る
特
典
や
サ
ー
ビ
ス
も

検
討
し
て
い
る
。

　
両
者
は
、
旅
行
商
品
や
旅

行
関
連
の
各
種
講
座
な
ど
と

連
動
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
メ
ル
カ
リ
、
メ
ル
ペ

イ
の
利
用
を
促
進
す
る
活
動

を
予
定
し
て
い
る
。

　
「
メ
ル
カ
リ
の
利
用
者
は

主
に
若
者
。
一
方
、
ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
主
に

代
以

上
の
顧
客
が
多
い
。
両
者
の

狙
い
た
い
層
に
も
互
い
の
サ
ー
ビ
ス
を
訴
求
し
て
い
く
良

い
機
会
と
な
る
」
と
同
社
。

　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
８

日
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア

プ
リ
「
メ
ル
カ
リ
」
の
使
用

方
法
を
教
え
る
講
座
「
メ
ル

カ
リ
教
室
ｉ
ｎ
秋
の
テ
ー
マ

旅
フ
ェ
ス
タ
」
＝
写
真
＝
を

東
京
・
新
宿
の
新
宿
ア
イ
ラ

ン
ド
ウ
イ
ン
グ
で
開
催
し

た
。
メ
ル
カ
リ
教
室
は
２
回

開
催
し
、

人
が
参
加
。
ア

プ
リ
の
使
い
方
や
写
真
の
撮

り
方
な
ど
、
メ
ル
カ
リ
の
使

用
方
法
を
伝
授
し
た
。

　
メ
ル
カ
リ
教
室
は
、
月
２

回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
。
旅
の

講
座
の
一
つ
と
し
て
開
か

れ
、
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
を
は
じ
め
、
出
品
の
手
続

き
や
写
真
の
撮
影
方
法
を
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行

う
。

　
８
日
に
開
催
さ
れ
た
メ
ル

カ
リ
教
室
で
は
、
参
加
者
が

衣
服
や
食
器
、
子
ど
も
用
の

お
も
ち
ゃ
な
ど
実
際
に
使
わ

な
く
な
っ
た
物
を
持
参
し
、

出
品
か
ら
販
売
ま
で
を
体
験

し
た
。
講
義
中
に
は
、
ネ
ッ

ク
レ
ス
の
販
売
が
成
立
す
る

人
も
現
れ
、
教
室
内
に
歓
声

が
上
が
っ
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
売
れ
る
と
ワ
ク
ワ
ク
す

る
。
写
真
を
撮
影
す
る
場
合

の
背
景
や
長
さ
、
重
さ
な
ど

必
要
情
報
な
ど
ヒ
ン
ト
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
売
れ
た

費
用
は
旅
行
や
食
事
に
使
い

た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　
「
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
３

０
０
人
程
度
と
、
メ
ル
カ
リ

教
室
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
多

い
。
頻
度
や
エ
リ
ア
も
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
Ｋ
Ｎ
Ｔ

―
Ｃ
Ｔ
Ｈ
Ｄ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
部
未
来
創
造
室
の
井
原
優

業
務
課
長
。
ま
た
、
「
ツ
ア

ー
の
中
で
伝
統
工
芸
を
作
っ

て
販
売
す
る
人
も
出
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
今
後
の
可
能

性
を
語
っ
て
い
る
。




